
　「第70回宮崎県吹奏楽コンクール」において、８年
振りに見事〝金賞〟 を受賞した串間中学校吹奏楽部
が10月11日（土）に市文化会館大ホールで定期演奏
会を開催しました。会場には多くの方々が足を運び、
生徒たちの熱演に耳を傾けていました。
　仲間と過ごした日々、重ねた音、流した涙。その
感動の全てがひとつのステージに響きました。
　「アンリミテッド」、「青と夏」、「昭和アイドルコレ
クション」などを演奏。個々の楽器の音色が重なり
合うことにより、美しく力強いハーモニーが生まれ、
迫力と情熱を感じました。部員一人ひとりの表情か

らは音楽に対する真摯な思いが伝わり、心から感動
しました。
　今年度は、金賞受賞の喜びを胸に、さらに磨き上
げた演奏で観客を魅了。クラシックからポップスま
で幅広いジャンルに挑戦し、曲ごとに異なる表情を
見せる生徒たちの姿に、会場からは大きな拍手が送
られました。
　串間中学校吹奏楽部の皆さん！これからもその美
しい音色で、串間のまちに元気と笑顔を届けてくだ
さいね♪

～ 音で描く、金賞物語。～
串間中学校吹奏楽部 第２回定期演奏会

　

10
月
19
日（
日
）、
市
文
化
会
館 

大
ホ
ー
ル
に
て「
福
島
高
校
応
援
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
と
学
校
が
手
を
取
り
合
い
、
福
島

高
校
の
未
来
を
考
え
る
こ
の
催
し
に
は
、

生
徒
や
保
護
者
、
教
育
関
係
者
な
ど
多

く
の
方
々
が
参
加
し
、
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
同
校
の
水
口

和
博
校
長
よ
り
、
個
別
指
導
、
情
報
通

信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）教
育
の
充
実
な
ど
特

色
あ
る
教
育
活
動
や
地
域
と
の
連
携
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
の
主
体
的
な
学
び
の
姿
勢
に
参
加

者
か
ら
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
卒
業
生
の
会「
潮
会
」実
行

委
員
会
に
よ
る
活
動
報
告
で
は
、
母
校

へ
の
思
い
や
地
域
貢
献
の
姿
勢
が
語
ら

れ
、
世
代
を
超
え
た
絆
の
深
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

市
総
合
政
策
課
職
員
か
ら
は
、
地
域

が
抱
え
る
課
題
や
人
口
減
少
へ
の
対
応

策
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
地
域
と
学

校
が
連
携
す
る
意
義
が
改
め
て
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
串
間
市
と
福
島
高
校
」の
テ
ー
マ
で

は
、
保
護
者
や
卒
業
生
ら
４
人
が
意
見

発
表
。
市
内
か
ら
の
通
学
時
間
の
短
さ

に
よ
る
生
徒
や
保
護
者
の
負
担
の
少
な

さ
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

挙
げ
ま
し
た
。
そ
の
中
で「
串
間
の
教

育
だ
け
で
な
く
経
済
に
と
っ
て
も
大
事

な
学
校
。
無
く
な
れ
ば
地
域
は
衰
退
す

る
。」な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

　
「
今
後
の
福
島
高
校
の
応
援
に
つ

い
て
の
二
つ
の
提
案
」の
テ
ー
マ
で
は
、

同
校
３
年
生
の
牧ま

き

野の

莉り

久く

さ
ん
と
竹た

け

下し
た

公こ
う

太た

さ
ん
が
、
入
学
者
を
増
や
す
た
め

の
提
案
を
発
表
。
市
外
に
お
け
る
知
名

度
の
低
さ
が
課
題
と
分
析
し
、「
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
を
１
泊
２
日
で
実
施
す
る
。

う
ち
1
日
を
生
徒
主
体
で
行
う
こ
と
に

よ
り
、
学
校
の
雰
囲
気
を
よ
り
リ
ア
ル

に
感
じ
て
も
ら
う
。」と
主
張
し
ま
し
た
。

若
い
世
代
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想
と

熱
意
が
光
り
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、

同
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
が
さ
ら
に
深

ま
り
、
未
来
に
向
け
た
新
た
な
一
歩
が

踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

つながる想い、広がる可能性
～ 福島高校応援シンポジウム ～
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保護者や卒業生の意見発表 「潮会」の取り組み紹介 水口和博校長先生総合政策課職員
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